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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

北海道大学マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）事業の技術課題支援制度を
利用して，今年度から，鉄表面への窒化処理における表面近傍の構造解析を行った．

実験
Experimental

【利用した主な装置】
高分解能三次元構造評価装置(Titan G2）
【実験方法】
FIBにより断面方向の分析サンプルの作製を行った．その後，透過型電子顕微鏡
（TEM，STEM）による最表面近傍の構造解析，並びに元素EDS分析，EBSD分析や
薄膜XRD分析を実施した．

結果と考察
Results and Discussion

窒化処理１の断面方向の観察・分析の結果から，窒素固溶相が表面に露出している
ことが分かった（図１）．
一方，窒化処理２では，最表面に窒化物と酸化物からなる化合物層が形成されていた
（図１）．更に詳細な分析により，窒化物層はFe3N，酸化物層はFeCr2O4あるい
はCrが濃縮したFe3O4と推察された．これらの化合物が表面に生成することで，鉄
系金属同士の摺動で生じる凝着摩耗を抑制可能と考える．
引き続き，耐久性が更に良好となる化合物層の構造の明確化を行い，適切な処理層
の構造と，その処理条件の導出に繋げていく．
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図１ 断面方向のSTEM観察結果
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